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自
民
党
総
裁
選
。「
連
日

の
報
道
で
テ
レ
ビ
は
自
民

党
の
広
報
担
当
か
と
思

う
」「
選
択
的
夫
婦
別
姓
や

保
険
証
廃
止
の
延
期
な
ど
、

そ
の
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に

で
き
た
は
ず
だ
」「
各
候
補

者
は
こ
れ
ま
で
政
策
決
定

の
中
心
に
い
た
の
だ
か
ら

無
責
任
だ
」「
企
業
・
団
体

献
金
禁
止
は
１
人
も
口
に

し
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
大
が
学
費
値
上
げ
を

発
表
。「
来
年
度
入
学
か
ら

年
間
10
万
円
値
上
げ
す
る

案
を
公
表
し
た
」「
学
生
で

つ
く
る
東
大
値
上
げ
反
対

ア
ク
シ
ョ
ン
は
抗
議
声
明

を
発
表
し
た
」「
東
大
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
」「
教
育

費
無
償
化
の
流
れ
に
反
す

る
」「
大
学
は
政
府
に
運
営

費
の
増
額
を
要
求
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知

事
が
渡
米
、
米
兵
性
犯
罪

　

７
月
、
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た
国
民
生
活
基
礎

調
査
（
２
０
２
３
年
）
に

よ
れ
ば
、
国
民
が
物
価
高

で
苦
し
ん
で
い
る
も
と
、

資
本
金
10
億
円
以
上
の
大

企
業
は
３
年
連
続
で
過
去

最
高
益
を
更
新
し
76
・

３
兆
円
、
内
部
留
保
も

２
０
２
４
年
３
月
末
で

大
企
業
内
部
留
保

過
去
最
高
５
３
９
兆
円

　

賃
上
げ
に
活
用
し
て
経
済
を
回
せ

５
３
９
・
３
兆
円
と
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ス

タ
ー
ト
し
た
12
年
度
か
ら

大
企
業
の
利
益
は
増
え
つ

づ
け
、
23
年
度
の
経
常
利

益
は
２
・
13
倍
、
内
部
留

保
１
・
62
倍
で
す
。
同
期

間
に
株
主
へ
の
配
当
金
は

２
・
40
倍
に
な
り
、
役
員

報
酬
は
30
％
増
で
す
。

　

一
方
、
中
小
企
業
や

パ
ー
ト
を
含
む
全
労
働
者

の
実
質
賃
金
は
、
10
年
前

か
ら
33
万
６
千
円
も
低
下

し
て
い
ま
す
。

　

大
企
業
が
利
益
を
増
や

し
て
も
、
内
部
に
た
め
込

ん
で
い
た
の
で
は
経
済
は

循
環
し
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
資
本
金

10
億
円
以
上
の
大
企
業
に
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
た
め
込

ん
だ
内
部
留
保
額
に
毎
年

２
％
、
５
年
間
で
10
％
の

時
限
的
課
税
を
行
う
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
生
ま
れ
る
財
源

は
毎
年
約
２
兆
円
、
総
額

で
10
兆
円
程
度
、
中
小
企

業
・
中
堅
企
業
の
賃
上
げ

支
援
に
回
し
ま
す
。
大
企

業
で
も
中
小
企
業
で
も
賃

上
げ
を
す
す
め
る
こ
と
が

日
本
経
済
を
活
性
化
す
る

道
で
す
。科

研
費
倍
加
求
め
る

15
の
学
会
連
合
と
２
５
０
学
会
が
政
府
に

　

研
究
費
の
不
足
で
日
本

の
大
学
や
研
究
機
関
が
危

機
的
状
況
だ
と
し
て
、
15

の
学
会
連
合
と
２
５
０
の

学
会
が
６
日
、
科
学
研
究

費
助
成
事
業
（
科
研
費
）

を
２
倍
に
増
額
す
る
よ
う

求
め
る
要
望
書
を
盛
山
正

仁
文
科
相
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

要
望
書
は
、
科
研
費
は

全
て
の
学
術
分
野
が
対
象

で
、
研
究
者
の
創
意
と
工

夫
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

「
我
が
国
唯
一
の
公
的
研

究
助
成
制
度
」
だ
と
強
調
。

２
０
０
４
年
の
国
立
大
学

法
人
化
以
降
、
大
学
の
基

盤
的
経
費
で
あ
る
運
営
費

交
付
金
が
激
減
し
、
そ
の

分
を
科
研
費
で
肩
代
わ
り

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
、

科
研
費
を
増
額
し
、
日
本

の
「
新
し
い
芽
を
作
る
研

究
」
を
復
興
さ
せ
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

防
止
な
ど
要
請
。「
米
連
邦

議
員
と
面
談
し
、
相
次
ぐ

性
的
暴
行
事
件
、
基
地
周

辺
の
環
境
汚
染
、
オ
ス
プ

レ
イ
問
題
な
ど
、
改
善
に

向
け
た
協
力
を
求
め
た
」

「
国
務
省
と
国
防
総
省
に

も
面
談
し
た
」「
こ
う
い
う

こ
と
は
本
来
は
国
が
や
る

べ
き
こ
と
だ
」

響
し
て
い
る
」「
原
告
団
長

ら
は
『
残
念
だ
。
判
決
は

原
告
を
分
断
し
た
』
と
怒

り
を
込
め
て
抗
議
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　

×　
　
　
　

×

　

長
崎
被
爆
体
験
者
訴
訟
。

「
原
告
44
人
の
う
ち
15
人

の
み
被
爆
者
と
認
め
る
不

当
判
決
だ
っ
た
」「
国
が
被

害
を
小
さ
く
見
せ
る
姿
勢

を
と
っ
て
き
た
こ
と
が
影

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
デ
ー
タ
不

正
。「
貨
物
列
車
の
車
輪
交

換
作
業
で
、
取
り
付
け
圧

力
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が

あ
っ
た
」「
７
月
の
脱
線
事

故
の
社
内
調
査
で
発
覚
し

た
」「
全
て
の
貨
物
列
車
の

運
行
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

い
う
の
は
前
代
未
聞
だ
」

「
宅
配
便
を
ト
ラ
ッ
ク
に

変
更
す
る
な
ど
影
響
を
受

け
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

兵
庫
県
の
全
県
議
86
人

が
斉
藤
元
彦
知
事
に
辞
職

要
求
。「
斉
藤
知
事
は
辞
職

を
拒
否
し
て
い
る
」「
知
事

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い

　

日
本
原
子
力
発
電
敦
賀

原
発
２
号
機
（
福
井
県
敦

賀
市
）
に
つ
い
て
原
子
力

敦賀２号機　再稼働認めず

　新規制基準に不適合
　　規制委が初了承

　

９
人
の
候
補
者
で
争
う

自
民
党
総
裁
選
。
第
一
に
、

大
政
治
犯
罪
で
あ
る
裏
金

事
件
に
誰
も
言
及
せ
ず
、

犯
罪
と
い
う
認
識
が
あ
り

ま
せ
ん
。
裏
金
議
員
の
票

が
ほ
し
い
か
ら
。
ゆ
ゆ
し

き
事
態
で
す
。

　

ま
た
候
補
ら
は
そ
ろ
っ

て
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を

書
き
込
む
改
憲
な
ど
、
憲

「
裏
金
議
員
」「
岩
盤
保
守
」「
財
界
・
大
企
業
」

の
支
持
を
ね
ら
い
、国
民
の
願
い
に
寄
り
添
え

な
い
候
補
者
た
ち

法
の
戦
争
放
棄
を
投
げ
捨

て
る
政
策
を
掲
げ
て
い
て
、

〝
岩
盤
右
翼
〟の
支
持
を
得

て
総
裁
と
い
う
大
変
危
険

な
動
き
で
す
。

　
「
解
雇
規
制
」を
緩
和
し

首
切
り
し
や
す
く
す
る
政

策
を
掲
げ
る
候
補
も
登
場
。

非
正
規
を
使
い
勝
手
の
よ

い
労
働
力
と
し
て
使
っ
て

き
た
財
界
・
大
企
業
の
支

持
を
得
、
そ
の
利
益
の
た

め
に
奉
仕
す
る
。
い
ま
ま

で
の
自
民
党
政
治
と
な
ん

ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
か
ら
脱
却
し
、

高
物
価
、
賃
金
低
迷
、
教

育
費
負
担
増
な
ど
の
国
民

の
苦
し
み
に
寄
り
添
う
改

革
こ
そ
が
必
要
で
す
。

う
の
は
多
く
の
県
民
の
声

だ
」「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の

会
は
、
知
事
選
を
想
定
し

て
医
師
の
大
沢
芳
清
氏
の

擁
立
を
発
表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
連
日
猛
暑
が
続
い
て

い
る
」「
も
う
９
月
半
ば
だ

と
い
う
の
に
」「
高
麗
川
沿

い
の
巾
着
田
の
彼
岸
花
は

開
花
が
遅
れ
て
い
る
」「
ス

イ
フ
ヨ
ウ
の
花
が
夏
の
終

わ
り
を
告
げ
て
い
る
」

オーストラリア
つながらない権利法が発効

勤務時間外　業務連絡ストップ

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
８

月
26
日
、「
つ
な
が
ら
な
い

権
利
法
」
が
発
効
さ
れ
ま

し
た
。
同
法
は
、
従
業
員

の
私
生
活
に
業
務
の
電
子

メ
ー
ル
や
電
話
が
入
り
込

む
こ
と
を
抑
え
る
た
め
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
の
ス
イ
ン

バ
ー
ン
工
科
大
学
の
ジ
ョ

ン
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
准
教
授

は
「
私
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
持
つ
前
、
侵
入
は

な
か
っ
た
。
勤
務
が
終
わ

り
帰
宅
す
れ
ば
、
翌
日
出

勤
す
る
ま
で
連
絡
は
な

か
っ
た
。」「
い
ま
や
勤
務

時
間
外
に
、休
日
で
も
、電

子
メ
ー
ル
、（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
）
テ
キ
ス
ト
、
電
話
が

あ
る
の
は
世
界
的
に
当
た

り
前
に
な
っ
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

こ
の
法
に
よ
り
従
業
員

は
勤
務
時
間
外
に
業
務
の

電
子
メ
ー
ル
、
ス
マ
ホ
の

テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

電
話
な
ど
家
庭
生
活
へ
の

侵
入
を
防
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

学
費
引
き
上
げ
や
め
よ

政
府
は
教
育
予
算
を
増

や
せ

　

東
大
が
一
挙
に
10
万
円

学
費
引
上
げ
を
発
表
し
ま

し
た
。
背
景
に
あ
る
の
は

減
り
続
け
る
国
か
ら
の
交

付
金
で
す
。

　

同
じ
例
は
ア
メ
リ
カ
に

あ
り
ま
す
。
教
育
立
国
か

規
制
委
員
会
は
28
日
、
原

子
炉
建
屋
直
下
に
活
断
層

が
あ
る
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
と
し
て
、
再
稼
働

の
前
提
と
な
る
新
規
制
基

準
に
不
適
合
だ
と
す
る
審

査
書
案
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

敦
賀
２
号
機
で
新
規
制

基
準
に
不
適
合
が
確
定
し

ま
し
た
。

　

新
規
制
基
準
は
、
活
断

層
の
上
に
安
全
上
重
要
な

施
設
を
建
て
る
こ
と
を
禁

じ
て
い
ま
す
。

ら
一
転
し
た
公
費
削
減
・

学
費
引
上
げ
で
学
生
た
ち

は
ロ
ー
ン
地
獄
、
一
方
で

ロ
ー
ン
金
融
会
社
は
ウ
ハ

ウ
ハ
。
深
刻
化
す
る
事
態

に
バ
イ
デ
ン
政
権
が
救
済

に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
失
敗
を
見
な
が

ら
学
生
や
家
族
が
苦
し
み

に
無
策
な
の
が
日
本
で
す
。

政
府
は
教
育
予
算
を
増
や

す
べ
き
で
す
。
学
費
引
上

げ
で
な
く
、
無
償
化
に
進

む
べ
き
で
す
。（
Ｅ
）

自民党総裁選


